
　
三
上
貴
教
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
広
島

修
道
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。

　
矢
野
新
学
長
は
、１
９
６
７
年

広
島
市
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
、広
島
大
学
大

学
院
生
物
圏
科
学
研
究
科
を
修

了
し
、１
９
９
６
年
博
士（
農
学
）

の
学
位
を
取
得
。同
年
広
島
修
道

大
学
商
学
部
講
師
に
着
任
後
、同

大
助
教
授
、広
島
大
学
生
物
生
産

学
部
助
教
授
、同
大
学
院
生
物

圏
科
学
研
究
科
准
教
授
を
経
て
、

２
０
１
５
年
に
再
び
広
島
修
道
大

学
商
学
部
教
授
と
し
て
着
任
。こ

れ
ま
で
大
学
院
商
学
研
究
科
長
、

ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
長
、

副
学
長
を
務
め
た
。専
門
は
農
業

経
済
学
。近
年
の
主
な
著
書
は
、

『
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
』（
筑
波
書
房
、

２
０
２
１
年
）、『
農
産
物・食
品
の

市
場
と
流
通
』（
筑
波
書
房
、２
０

１
９
年
）等（
い
ず
れ
も
共
著
）。農

産
物・食
品
市
場
の
世
界
化
と
経

済
格
差
の
関
係
性
が
も
た
ら
す
問

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
広
島
修
道
大
学
は
、約
３
０
０

年
の
歴
史
を
も
つ
修
道
学
園
の
一

員
と
し
て「
天
命
之
謂
性
／
率
性

之
謂
道
／
修
道
之
謂
教
」と
い
う

建
学
の
精
神
の
下
、学
生
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
を

行
い
、多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩

出
し
て
い
る
。今
後
も
学
生
や
学

問
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

矢
野 

泉

や
　 の

い
ず
み

広
島
修
道
大
学

広
島
修
道
大
学 

学
長

新会員代表者紹介

　
篠
崎
尚
夫
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
２
年
４
月
１
日
付

で
、大
久
保
英
哲
学
長
が
就
任
し
た
。

大
久
保
学
長
は
２
０
２
０
年
度
に
併

設
の
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大

学
部
の
学
長
に
就
任
し
て
お
り
、双

方
の
学
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
１
９
５
０
年
青
森
県
生
ま
れ
。

　
１
９
８
２
年
筑
波
大
学
大
学
院
修

士
課
程
体
育
研
究
科
体
育
方
法
学

修
了
。１
９
９
７
年
博
士（
学
術
）。

　
盛
岡
大
学
講
師
を
経
て
、金
沢

大
学
助
教
授
、教
授
。２
０
１
５
年

同
大
学
名
誉
教
授
、金
沢
星
稜
大

学
特
任
教
授
、２
０
２
０
年
金
沢

星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
学
長

に
就
任
し
２
０
２
２
年
よ
り
現
職
。

　
専
門
は
体
育・ス
ポ
ー
ツ
史
。「
地

方
か
ら
の
日
本
体
育
史
」を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
す
る
。「
近
代
日
本
体
育

史
に
お
け
る
林
正
十
郎『
木
馬
之

書
』（
推
定
１
８
６
７
年
）の
意
義
」

で
日
本
体
育
学
会
賞（
最
優
秀
論

文
）。体
育
史
学
会
会
長
歴
任
。『
明

治
期
比
較
地
方
体
育
史
研
究
』『
纏

足
か
ら
天
然
足
へ
：
日
本
統
治
前

期
台
湾
の
学
校
女
子
体
育
』『
箱
根

駅
伝
を
超
え
よ
う
と
し
た
幻
の「
能

登
駅
伝
」』ほ
か
著
書・論
文
多
数
。

　
ス
キ
ー・ス
ケ
ー
ト
、テ
ニ
ス
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
を
趣
味
と
す
る
が
、近
年

は
伊
能
忠
敬
に
あ
や
か
り「
散
歩

学
」に
い
そ
し
む
。そ
の
折
考
え
た

こ
と
な
ど
を
大
学
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

「
学
長
コ
ラ
ム
」「
学
長
室
の
窓
か

ら
」で
公
開
し
て
い
る
。

大
久
保 

英
哲

お
お
　く
　 ぼ

ひ
で 

あ
き

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学 

学
長
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牧
野
丹
奈
子
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、２
０
２
２
年
４
月
１

日
付
で
中
野
瑞
彦
教
授
が
学
長
に

就
任
し
た
。

　
中
野
学
長
は
横
浜
市
生
ま
れ
。

１
９
８
０
年
東
京
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
を
卒
業
後
、三
井
銀
行

（
現
三
井
住
友
銀
行
）に
入
社
し
、

１
９
８
７
年
に
ロ
ン
ド
ン・ビ
ジ
ネ

ス・ス
ク
ー
ル
を
卒
業
。２
０
０
３

年
桃
山
学
院
大
学
助
教
授
、２
０

０
９
年
同
教
授
、２
０
１
８
―
19
年

に
経
済
学
部
長
、２
０
２
０
―
21
年

に
副
学
長
を
歴
任
し
た
。

　
専
門
は
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
研

究
で
、
主
な
著
書
と
し
て
、

『Financial Crisis and Bank 
M
anagem

ent in Japan 

（1997 to 2016

）』（Palgrave 
M
acm

illan 2016

）な
ど
が
あ
る
。

　
桃
山
学
院
大
学
は
、２
０
２
２

年
度
よ
り「
教
育
研
究
改
革（
第

二
次
大
学
中
期
計
画
）」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。各
学
部
の
教
育
内
容

の
充
実
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ
時
代
に
向

け
た
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
、教

員
の
研
究
力
の
更
な
る
向
上
、保

有
す
る
有
形・無
形
資
産
の
有
効

活
用
を
目
指
す
。

　
中
野
学
長
は
、「
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、大
学
の
教
育
方
針
や
学

修
の
質
が
大
変
重
要
な
要
素
に
な

る
。私
は
、桃
山
学
院
大
学
を
、学

生
に
とって
真
に
魅
力
あ
る
大
学
、

学
生
の
挑
戦
意
欲
を
掻
き
立
て
る

大
学
に
し
て
い
き
た
い
。」と
語
る
。

中
野 

瑞
彦

な
か  

の

み
つ 

ひ
こ

桃
山
学
院
大
学

桃
山
学
院
大
学 

学
長

　
山
㟢
哲
哉
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
２
年
４
月
１
日
付

け
で
高
橋
徳
行
経
済
学
部
教
授・

副
学
長
が
新
学
長
に
就
任
し
た
。

　
高
橋
新
学
長
は
、１
９
５
６
年

生
ま
れ
で
北
海
道
出
身
。米
バ
ブ

ソ
ン
大
学
経
営
大
学
院
修
了
。国

民
生
活
金
融
公
庫（
現
在
の
日
本

政
策
金
融
公
庫
）総
合
研
究
所
の

主
席
研
究
員
を
経
て
、２
０
０
３

年
か
ら
武
蔵
大
学
教
授
と
な
り
、

現
在
に
至
って
い
る
。専
門
は
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シッ
プ
。国
際
調
査

プ
ロ
ジェク
ト
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル・

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・モ
ニ

タ
ー
の
日
本
チ
ー
ム
代
表
を
２
０

１
１
年
か
ら
務
め
て
い
る
。主
な
著

書
に
は『
起
業
学
の
基
礎
』な
ど
が

あ
る
。趣
味
は
日
本
酒
の
蔵
巡
り
。

　
武
蔵
学
園
は
、今
年
で
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
、近
年
力
を

入
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
取
り

組
み
に
加
え
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
＆

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
力
を
入
れ
る
。

一
般
に
は
文
系
の
大
学
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、文
理
融
合
の
方
針
の
も

と
で
、自
然
科
学
や
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
教
育
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
。

「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、各
学
部
や
各
学
科
で
学
ん
だ

多
様
な
専
門
知
、世
界
の
課
題
に

取
り
組
む
た
め
に
求
め
ら
れ
る
総

合
知
、そ
れ
ら
を
活
か
す
た
め
に

必
要
な
他
者
と
協
働
す
る
力
、実

践
力
を
も
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
。

高
橋 

徳
行

た
か 

は
し

の
り 

ゆ
き

武
蔵
大
学

武
蔵
大
学 

学
長
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木
越
康
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、４
月
１
日
付
で
第
29
代
学

長
に
就
任
し
た
。

　
大
谷
大
学
は
東
本
願
寺
の
学

寮
を
そ
の
淵
源
と
す
る
が
、１
９

０
１
年
に
初
代
学
長
の
清
沢
満

之
に
よって
東
京
巣
鴨
に
開
か
れ

た
真
宗
大
学
か
ら
数
え
て
１
２
０

年
の
時
を
刻
ん
で
き
た
。第
２
代

学
長
の
南
条
文
雄
、第
３
代
学
長

の
佐
々
木
月
樵
と
、一
貫
し
て
仏

教
を
中
心
と
し
た
人
間
教
育
を

行って
き
た
。現
在
は
３
２
０
０
名

ほ
ど
の
学
生
達
が
学
ん
で
い
る
。

　
一
楽
学
長
は
石
川
県
小
松
市

の
生
ま
れ
で
、１
９
８
０
年
に
大

谷
大
学
文
学
部
真
宗
学
科
を
卒

業
、同
大
学
院
を
終
え
た
後
に
、

短
期
大
学
部
仏
教
科
の
助
手
に

就
任
し
、専
任
講
師
、助
教
授
を

経
て
、２
０
０
９
年
よ
り
文
学
部

教
授
を
務
め
て
い
る
。ま
た
、２
０

１
８
年
の
複
数
学
部
化
に
伴
い
設

置
さ
れ
た
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー

長
を
２
０
２
１
年
ま
で
務
め
た
。

　
専
門
は
真
宗
学
で
、主
要
な
課

題
は「
親
鸞
の
仏
弟
子
論
」で
あ

る
。仏
の
教
え
に
出
会
っ
た
と
こ

ろ
に
ど
ん
な
生
き
方
が
始
ま
る
の

か
、親
鸞
が
掲
げ
た
浄
土
真
宗
を

根
本
に
据
え
て
、仏
弟
子
と
は
何

か
を
尋
ね
て
い
る
。

　
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、問
い
を

大
切
に
し
、確
か
な
目
を
も
っ
た

学
生
が
育
つ
場
と
し
て
の
大
学
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

一
楽 

真

い
ち 

ら
く

ま
こ
と

大
谷
大
学

大
谷
大
学 

学
長

新会員代表者紹介

　
吉
川
洋
前
学
長
の
あ
と
を
受

け
て
、本
年
４
月
よ
り
寺
尾
英
智

学
長
が
会
員
代
表
に
就
任
し

た
。寺
尾
学
長
は
１
９
５
７
年
千

葉
県
生
ま
れ
。１
９
８
０
年
立
正

大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
卒
業
、

１
９
８
７
年
同
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
。博
士（
文
学
）。

同
年
立
正
大
学
仏
教
学
部
助
手

に
就
任
し
、非
常
勤
講
師
、専
任

講
師
を
経
て
、１
９
９
７
年
身
延

山
大
学
仏
教
学
部
助
教
授
と
な

る
。同
大
学
教
授
を
経
て
、２
０

１
１
年
立
正
大
学
仏
教
学
部
教

授
。２
０
１
３
〜
19
年
仏
教
学
部

長
。本
年
４
月
よ
り
第
35
代
学

長
を
務
め
る
。

　
専
門
は
日
本
仏
教
史・日
蓮

教
団
史
。主
な
著
書
は『
日
蓮
聖

人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
』（
雄
山

閣
、１
９
９
７
年
）な
ど
。

　
立
正
大
学
で
は
、本
年
の
開

校
１
５
０
周
年
に
向
け
て
、新
学

部
の
設
置
や
、新
校
舎
建
設
な

ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
て

き
た
。寺
尾
学
長
は
、建
学
の
精

神
と
し
て
掲
げ
て
き
た「
真
実・

正
義・和
平
」を
基
礎
に
据
え
、

「
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん
だ

現
代
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、複
合

的
な
学
び
を
通
じ
て
専
門
知
と

個
性
を
融
合
さ
せ
、学
生
が
自

ら
の
可
能
性
の
芽
を
開
花
さ
せ

る
教
育
」を
進
め
た
い
と
抱
負
を

語
る
。

寺
尾 

英
智

て
ら
　お

え
い
　ち

立
正
大
学

立
正
大
学 

学
長
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戸
部
順
一
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
杉
本

義
行
副
学
長
が
新
学
長
に
就
任

し
た
。杉
本
新
学
長
は
１
９
８
０

年
東
京
大
学
農
学
部
を
卒
業

後
、同
大
学
院
農
学
系
研
究
科

農
業
経
済
学
専
攻
に
進
み
、１
９

８
３
年
千
葉
大
学
園
芸
学
部
を

経
て
１
９
９
６
年
成
城
大
学
経

済
学
部
助
教
授
、２
０
０
０
年
に

教
授
に
就
任
し
た
。そ
の
後
、教

務
部
長
、経
済
学
部
長
を
経
て

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

長
兼
副
学
長
を
歴
任
し
た
。

　
専
門
は
農
業
経
済
学
、と
り

わ
け
農
産
物
貿
易
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
評
価
論
等
で
あ
る
が
、出
口

を
見
据
え
た
専
門
教
育
の
在
り

方
や
汎
用
的
能
力
の
育
成
に
関

心
を
持
ち
、授
業
改
善
の
取
り

組
み
に
よ
り
京
都
大
学
高
等
教

育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
フ
ェロ
ー
に
採
択
さ
れ

た
経
歴
を
持
つ
。

　
個
性
尊
重
の
建
学
の
精
神
か

ら
、多
様
性
の
重
視
、社
会
に
開

か
れ
た
教
育
、学
習
者
主
体
の

プ
レ
イ
フ
ル
な
学
び
の
３
点
を

め
ざ
す
と
抱
負
を
語
り
、そ
の

実
現
の
た
め
に
、学
園
各
校
を

含
め
た
学
校
、地
域
、社
会
や
産

業
界
等
と
連
携
し
て
学
生
が
ワ

ク
ワ
ク
し
て
取
り
組
め
る
学
び

の
機
会
を
用
意
す
る
こ
と
に
邁

進
し
て
い
る
。趣
味
は
居
酒
屋
め

ぐ
り
。

杉
本 

義
行

す
ぎ 

も
と

よ
し 

ゆ
き

成
城
大
学

成
城
大
学 

学
長

　
北
川
浩
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
２
年
４
月
１
日

付
で
、森
雄
一
氏
が
新
学
長
に
就

任
し
た
。任
期
は
４
年
。

　
森
新
学
長
は
１
９
６
７
年
愛

知
県
生
ま
れ
。１
９
９
０
年
東
京

大
学
文
学
部
国
語
学
専
修
課
程

卒
業
。１
９
９
４
年
東
京
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科（
国

語
国
文
学
専
攻
）中
途
退
学
。

茨
城
大
学
人
文
学
部
を
経
て
、

２
０
０
０
年
成
蹊
大
学
文
学
部

に
着
任
。２
０
１
７
年
か
ら
４
年

間
、文
学
部
長・文
学
研
究
科
長

を
務
め
た
。

　
専
門
は
日
本
語
学
、認
知
言

語
学
、レ
ト
リ
ッ
ク
論
で
、著
書

と
し
て『
学
び
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

レ
ト
リ
ッ
ク
』、共
編
著
と
し
て

『
認
知
言
語
学 

基
礎
か
ら
最
前

線
へ
』、『
認
知
言
語
学
を
紡

ぐ
』、『
認
知
言
語
学
を
拓
く
』

等
が
あ
る
。

　
成
蹊
教
育
の
基
本
理
念
で
あ

る「
自
発
的
精
神
の
涵
養
と
個

性
の
発
見
伸
長
を
目
指
す
、真

の
人
間
教
育
」の
も
と
、学
生
が

知
的
に
も
人
間
的
に
も
大
き
く

成
長
で
き
る
場
と
し
て
成
蹊
大

学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
。キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
教
育
、デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
な
ど
の
先
覚
的

な
取
り
組
み
を
大
き
く
拡
充
さ

せ
る
こ
と
を
直
近
の
課
題
と
し

て
掲
げ
る
。

森 

雄
一

も
り

ゆ
う 

い
ち

成
蹊
大
学

成
蹊
大
学 

学
長
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新会員代表者紹介

　
川
島
明
子
前
学
長
の
退
任
に

伴
い
、４
月
１
日
付
で
就
任
。任

期
は
４
年
。

　
１
９
６
１
年
神
戸
市
生
ま
れ
。

１
９
８
８
年
３
月
関
西
学
院
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史

学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。博
士（
歴
史
学
）。

１
９
９
６
年
、園
田
学
園
女
子

大
学
国
際
文
化
学
部
専
任
講
師

と
し
て
着
任
後
、未
来
デ
ザ
イ
ン

学
部
、人
間
教
育
学
部
と
異
動

し
、２
０
２
１
年
よ
り
経
営
学
部

教
授
。

　
こ
の
間
、学
生
支
援
部
長
、教

学
支
援
部
長
、企
画
運
営
部
長

を
歴
任
。大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
で

は
、地
域
連
携
推
進
機
構
副
機

構
長
を
務
め
た
。

　
専
門
は
、日
本
史
学
・
民
俗

学
。東
ア
ジ
ア

か
い
い

恠
異
学
会
代
表
。

主
要
著
書
に『
日
本
古
代
の
神

と
霊
』（
単
著
）、『
皇
位
継
承
の

歴
史
と
儀
礼
』（
編
著
）、『
怪
異

学
講
義-

王
権・信
仰・い
と
な

み-
』（
共
著
）等
が
あ
る
。ま
た
、

兵
庫
県
文
化
財
保
護
審
議
会
な

ど
民
俗
文
化
財
に
係
る
委
員
を

務
め
る
。

　
新
学
長
は
、開
学
以
来
、本
学

が
大
切
に
し
て
き
た
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
基
盤
に
、「
経
験
値
教

育
」や「
地
域
を
志
向
し
た
研

究
」を
推
進
し
、社
会
を
き
り
ひ

ら
く
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

大
江 

篤

お
お
　え

あ
つ
し

園
田
学
園
女
子
大
学

園
田
学
園
女
子
大
学 

学
長

　
馬
場
善
久
前
学
長
の
あ
と
を

受
け
て
、２
０
２
２
年
４
月
よ
り

鈴
木
将
史
教
授
が
学
長
に
就
任

し
、会
員
代
表
を
務
め
る
。

　
鈴
木
新
学
長
は
１
９
５
９
年

東
京
都
生
ま
れ
。１
９
８
２
年

東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
卒

業
、１
９
８
９
年
同
大
学
大
学

院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
。同
年
４
月

愛
知
教
育
大
学
助
手
に
就
任
、

そ
の
後
助
教
授
。２
０
０
７
年
４

月
よ
り
創
価
大
学
教
育
学
部
教

授
。２
０
１
２
〜
20
年
に
教
育
学

部
長
、２
０
２
０
〜
22
年
３
月
ま

で
副
学
長
を
務
め
た
。

　
専
門
は
数
学
と
数
学
教
育
。

主
な
著
書
に『
小
学
校
算
数
科

教
育
法
』（
編
著
）（
建
帛
社
、２
０

１
８
）な
ど
が
あ
る
。

　
２
０
２
１
年
に
創
立
50
周
年

を
迎
え
、２
０
３
０
年
へ
の
新
た

な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
も
と
、

教
育
・
研
究
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
４
つ
の
柱
で「
価
値

創
造
を
実
践
す
る
世
界
市
民
」

を
育
成
す
る
。特
に
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業

を
継
承
し
、世
界
市
民
教
育
の

拠
点
と
し
て
世
界
の
大
学・研
究

者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目

指
す
。「
学
生
第
一
の
伝
統
を
守

り
つ
つ
、人
間
の
尊
厳
を
基
礎
に

平
和
を
目
指
す
建
学
の
精
神
を
、

新
し
い
時
代
に
こ
そ
輝
か
せ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

鈴
木 

将
史

す
ず  

き

ま
さ  

し

創
価
大
学

創
価
大
学 

学
長
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新会員代表者紹介／新学長紹介

　
池
田
明
史
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
学
長

に
就
任
し
た
。

　
星
野
新
学
長
は
１
９
５
５
年

千
葉
県
生
ま
れ
。早
稲
田
大
学

法
学
部
卒
業
後
、東
京
銀
行（
現

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）入
行
。海
外

投
融
資
情
報
財
団
等
を
経
て
、

新
潟
産
業
大
学
教
授
、経
済
学

研
究
科
長
、経
済
学
部
長
、副
学

長
、学
長
等
を
歴
任
。専
門
は
国

際
経
営
、ア
ジ
ア
経
済
、国
際
金

融
。著
書
に『「
開
か
れ
た
地
域

主
義
」と
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域

協
力
と
地
域
統
合 

〜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
適
切
性
と
親
和
性
に
つ
い
て

の
実
証
的
研
究
〜
』（
パ
レ
ー
ド
、

２
０
１
１
年
）他
。

　
東
洋
英
和
女
学
院
は
１
８
８
４

年
、カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

（
現
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
）に
よって

創
設
。神
を
敬
い
人
に
尽
く
す

「
敬
神
奉
仕
」の
建
学
の
精
神
を

脈
々
と
受
け
継
ぐ
。大
学
は
１
９

８
９
年
に
開
設
。人
間
科
学
部・

国
際
社
会
学
部
の
２
学
部
を
擁

す
る
。

　
現
代
で
は
、正
解
の
な
い
課
題

に
向
き
合
い
、答
え
を
見
つ
け
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本

学
の
学
生
に
は
、在
学
中
に
社
会

と
の
接
点
を
で
き
る
だ
け
多
く

持
ち
、疑
問
や
問
い
を
得
て
、そ

の
解
決
の
た
め
に
学
ぶ
学
修
経

験
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
語
る
。

星
野 

三
喜
夫

ほ
し
　の

み
　 き
　 お

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

東
洋
英
和
女
学
院
大
学 

学
長

　
飯
田
毅
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
２
年
４
月
１
日

付
で
小
﨑
眞
生
活
科
学
部
教

授
が
新
学
長
に
就
任
し
た
。

　
小
﨑
新
学
長
は
愛
知
県
出
身
。

同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
研
究

科
歴
史
神
学
専
攻
博
士
前
期

課
程
修
了
後
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
神
学
校
に
お
い
て
牧
会
学
博

士
の
学
位
を
取
得
。２
０
０
３

年
同
志
社
女
子
大
学
助
教
授

と
し
て
着
任
し
、２
０
１
３
年
か

ら
は
同
大
学
教
授
。２
０
２
０

年
か
ら
学
校
法
人
同
志
社
評
議

員
、理
事
を
歴
任
し
て
い
る
。

　
専
門
分
野
は
実
践
神
学
。主

な
著
書
と
し
て『
教
科
書「
新

島
襄
」』、『
日
本
と
中
国
を
考

え
る
三
つ
の
視
点―

環
境
・
共

生・新
人
文
主
義―

』な
ど
の
共

著
が
あ
る
。

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
５
０

周
年
を
迎
え
る
本
学
は
、将
来

構
想V

ision150

を
策
定
し
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を「
21
世
紀
社

会
を
女
性
の
視
点
で『
改
良
』で

き
る
人
物
の
育
成
」と
定
義
し

た
。本
年
度
か
ら
、時
代
に
合
っ

た
リ
ベ
ラ
ル・ア
ー
ツ
教
育
の
推

進
な
ど
、８
つ
の
中
期
目
標
を

掲
げ
、女
性
の
多
様
な
可
能
性

と
生
き
方
を
尊
重
し
た
女
子
総

合
大
学
と
し
て
、さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
い
る
。

小
﨑 

眞

こ  

ざ
き

ま
こ
と

同
志
社
女
子
大
学

同
志
社
女
子
大
学 

学
長
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新学長紹介

　
愛
知
太
郎
前
学
長（
現
理
事

長
）の
あ
と
を
受
け
、２
０
２
２
年

４
月
１
日
付
で
辻
中
豊
が
学
長
に

就
任
。辻
中
学
長
は
１
９
５
４
年

大
阪
生
ま
れ
。大
阪
大
学
法
学
部
、

同
大
学
院
博
士
課
程
を
経
て
、博

士（
法
学
、京
都
大
学
）。北
九
州

大
学
、筑
波
大
学
、東
海
大
学
等
で

合
計
41
年
教
職
を
務
め
た
。専
門

は
政
治
学
。市
民
社
会
と
利
益
団

体
の
国
際
比
較
研
究
プ
ロジェク
ト

を
、15
か
国
１
０
０
都
市
を
対
象
に

50
種
類
以
上
の
実
態
調
査
で
実

施
。成
果
と
し
て『
現
代
世
界
の
市

民
社
会・利
益
団
体
研
究
叢
書
』

３
巻
、『
現
代
市
民
社
会
叢
書
』

全
５
巻（
木
鐸
社
）、『
政
治
変
動

期
の
圧
力
団
体
』（
有
斐
閣
）、

Afterm
ath: Fukushim

a and 
the 3.11 Earthquake(Trans 
Pacific)

な
ど
の
編
著
書
が
あ
る
。

　
筑
波
大
学
副
学
長（
国
際
担

当
）、Ｉ
Ａ
Ｕ
理
事
、日
本
政
治
学

会
理
事
長
、東
海
大
学
副
学
長

（
文
系
担
当
）を
経
て
、２
０
２
１
年

９
月
よ
り
東
洋
学
園
大
学
評
議

員
、理
事
。学
長
就
任
に
あ
た
り

「
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、な
に
よ
り

生
き
生
き
と
し
た
活
動
を
す
る
こ

と
が
大
切
。『
自
分
』と『
世
界
』

を
見
つ
め
直
し
、自
分
を
活
か
す

探
究
を
日
々
実
践
す
る
こ
と
で
、

学
生
が
知
的
好
奇
心
を
も
ち
、

個
々
の
学
生
の
可
能
性
を
伸
ば
す

教
育
が
で
き
る
、そ
れ
が

じ
き
ょ
う
や
ま
ず

自
彊
不
息

の
精
神
で
す
」と
抱
負
を
語
る
。

辻
中 

豊

つ
じ 

な
か

ゆ
た
か

東
洋
学
園
大
学

東
洋
学
園
大
学 

学
長

◆ そもそもリカレント教育って何？
◇ 最近話題の「リカレント教育」、でも今に始
まったわけではない！？

◆ 日本では諸外国よりも、社会に出た後の学び
の機会が少ない？

◇ 企業が提供する研修と何が違う？

その答えはYouTube私大連チャンネルにて
無料公開中。

【YouTube私大連チャンネル】
https://www.youtube.com/cha
nnel/UCkudd_TH7egKAcKqH
LhqG5A

私大連フォーラム2021

複雑化する社会における
社会人の学びの新たな潮流と

リカレント教育
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日
比
野 

英
子（
ひ
び
の 

え
い
こ
）

京
都
橘
大
学
学
長
。同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
心
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
後

退
学
。’12
京
都
橘
大
学
健
康
科
学
部
長・教
授
。’19

よ
り
現
職
。専
門
は
心
理
学
、臨
床
心
理
学
。

北
島 
己
佐
吉（
き
た
じ
ま 

み
さ
よ
し
）

九
州
産
業
大
学
学
長
。’73
九
州
芸
術
工
科
大
学

卒
業
。日
産
自
動
車
㈱
を
経
て
、’03
九
州
産
業

大
学
芸
術
学
部
教
授
。同
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
等
を
歴
任
し
、’21
よ
り
現
職
。

守
屋 

普
久
子（
も
り
や 

ふ
く
こ
）

久
留
米
大
学
学
長
直
属
特
命
講
師
。久
留
米
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
。博
士（
医
学
）。久
留

米
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
、同
病
理
学
講
座
を

経
て
、’20
よ
り
現
職
。

O
ussouby Sacko

（
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
）

京
都
精
華
大
学
全
学
研
究
機
構
長
。’18
〜
’22
同

大
学
長
を
経
て
現
職
。京
都
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。主
著

『
ア
フ
リ
カ
出
身 

サ
コ
学
長
、日
本
を
語
る
』な
ど
。

森
川 

美
絵（
も
り
か
わ 

み
え
）

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
。東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
。博
士（
学

術
）。’17
よ
り
現
職
。主
著『
介
護
は
い
か
に
し
て

「
労
働
」と
なった
の
か
』な
ど
。

麻
生 

享
志（
あ
そ
う 

た
か
し
）

早
稲
田
大
学
理
事
、国
際
学
術
院
教
授
。ニュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バッ
フ
ァロ
ー
校
博
士
課
程
修

了
。博
士（
比
較
文
学
）。主
著『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
ア

メ
リ
カ
文
化
』、『「
ミ
ス・サ
イ
ゴン
」の
世
界
』な
ど
。

松
田 

美
佐（
ま
つ
だ 

み
さ
）

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、’96
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。主
著『
う

わ
さ
と
は
何
か
』な
ど
。

高
倉 

弘
喜（
た
か
く
ら 

ひ
ろ
き
）

国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
、ス
ト
ラ
テ
ジッ
ク
サ
イ

バ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
。’95
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。博
士（
工
学
）。’15
よ
り
現
職
。

土
屋 
大
洋（
つ
ち
や 

も
と
ひ
ろ
）

学
校
法
人
慶
應
義
塾
常
任
理
事
、慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
政
策・メ
デ
ィア
研
究
科
教
授
。’99
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
後
期
博
士
課
程
修
了
。博
士（
政

策・メ
デ
ィア
）。主
著
に『
サ
イ
バ
ー
グ
レ
ー
ト
ゲ
ー

ム
』な
ど
。

岡
村 

耕
二（
お
か
む
ら 

こ
う
じ
）

九
州
大
学
サ
イ
バ
ー
セ
キュリ
ティセ
ン
タ
ー
長
。’14

か
ら
現
職
。主
な
プ
ロジェク
ト「
安
全
な
Ｉｏ
Ｔ
サ

イ
バ
ー
空
間
の
実
現
」（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ「
国
際
共

同
研
究
拠
点（
イ
ン
ド
）：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
領
域
」)

。

池
田 

勝（
い
け
だ 

ま
さ
る
）

学
校
法
人
近
畿
大
学
経
営
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル
戦

略
室
長
。’90
学
校
法
人
近
畿
大
学
入
職
、財
務
課

長
、水
産
研
究
所
事
務
長
、総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
部

次
長
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

中
嶋 

卓
雄（
な
か
し
ま 

た
く
お
）

東
海
大
学
学
長
補
佐（
情
報
統
括
担
当
）、理
系
教

育
セ
ン
タ
ー
所
長
、教
授
。博
士（
工
学
）。熊
本
大

学
、九
州
東
海
大
学
を
経
て
、’17
か
ら
学
長
補
佐
、

現
在
に
至
る
。

高
橋 

陽
子（
た
か
は
し 

よ
う
こ
）

東
京
電
機
大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

長
、Ｔ
Ｄ
Ｕ‒

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
長
。

規
矩 

大
義（
き
く 

ひ
ろ
よ
し
）

学
校
法
人
関
東
学
院
理
事
長
、関
東
学
院
大
学
理
工
学

部
教
授
。’93
九
州
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
。建
設
会
社
研
究
員
等
を
経
て
’02
よ
り

関
東
学
院
大
学
。学
長
を
経
て
’21
理
事
長
就
任
。

紺
田 

広
明（
こ
ん
だ 

ひ
ろ
あ
き
）

福
岡
大
学
教
育
開
発
支
援
機
構
准
教
授
。’16
関
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西
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。博
士（
心
理
学
）。関
西
大
学
教
育
推
進
部

を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

丹
田 
桂
太（
た
ん
だ 

け
い
た
）

福
岡
大
学
教
育
開
発
支
援
機
構
研
究
員
。’20
東

京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。修
士（
教
育
学
）。

大
樂 

尚
紀（
だ
い
ら
く 
な
お
き
）

共
立
女
子
大
学・共
立
女
子
短
期
大
学
大
学
企
画
課

教
学
企
画
グ
ル
ー
プ
。’13
入
職
、教
務
課
、総
合
企
画
室
を

経
て
、’20
よ
り
現
職
。こ
れ
ま
で
、Ｉ
Ｒ
の
他
、教
養
教
育
、

Ｆ
Ｄ
、将
来
構
想
、中
期
計
画
、各
種
教
学
改
革
を
担
当
。

田
中 

秀
典（
た
な
か 

ひ
で
の
り
）

宮
崎
大
学
Ｉ
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。’06
鹿
児

島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
修
了
。博
士

（
農
学
）。’17
よ
り
現
職
。

川
妻 

篤
史（
か
わ
つ
ま 

あ
つ
し
）

桐
蔭
学
園
中
等
教
育
学
校・高
等
学
校
カ
リ
キュ

ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。’00
京
都
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。修
士（
教
育
学
）。

溝
口 

侑（
み
ぞ
ぐ
ち 

ゆ
う
）

桐
蔭
横
浜
大
学
教
育
研
究
開
発
機
構・Ｉ
Ｒ
推
進

室
特
任
講
師
。’21
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
研
究
指
導
認
定
退
学
。修
士（
教
育
学
）。

倉
林 

眞
砂
斗（
く
ら
ば
や
し 

ま
さ
と
）

城
西
国
際
大
学
副
学
長・観
光
学
部
教
授
。’86
東

京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
退

学
。修
士（
考
古
学
）。金
沢
大
学
を
経
て
、’92
よ

り
城
西
国
際
大
学
。主
著『
石
棺
と
陶
棺
』等
。

岡
村 

光
子（
お
か
む
ら 

み
つ
こ
）

久
留
米
大
学
医
学
部
看
護
学
科
助
教
。修
士

（
看
護
学
）。‘16
よ
り
現
職
。

長
岡 

功（
な
が
お
か 

い
さ
お
）

順
天
堂
大
学
医
療
科
学
部
学
部
長
・
特
任
教

授
。’79
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒
業
、’83
同
医
学
研

究
科
修
了
。博
士（
医
学
）。同
大
医
学
部
教
授
を

経
て
、’22
か
ら
現
職
。『
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン・自
然
免

疫
研
究
』（
共
編
著
）他
。

田
澤 
雄
基（
た
ざ
わ 

ゆ
う
き
）

慶
應
義
塾
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
特

任
講
師
。医
学
部
在
学
時
代
に
起
業
し
た
経
験

を
活
か
し
、’16
の
発
足
当
時
よ
り
健
康
医
療

ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
。

宝
島 

格（
た
か
ら
じ
ま 

い
た
る
）

名
古
屋
学
院
大
学
商
学
部
教
授
。’94
東
京
大
学

大
学
院
数
理
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博

士（
数
理
科
学
）。

森 

き
よ
み（
も
り 

き
よ
み
）

拓
殖
大
学
工
学
部
准
教
授
。’82
電
気
通
信
大
学

短
期
大
学
部（
夜
間
）電
子
工
学
科
卒
業
。’94
東

京
工
業
大
学
に
て
博
士（
工
学
）取
得
。日
本
接

着
学
会
構
造
接
着・精
密
接
着
研
究
会
会
長
。

柴
野
大
造（
し
ば
の 

た
い
ぞ
う
）

ジェラ
ー
ト
マエ
ス
ト
ロ
。’99
東
京
農
業
大
学
農
学
部

卒
。’00
能
登
町
に「
マル
ガ
ー
ジェラ
ー
ト
能
登
本
店
」

を
開
業
。’17
ジェラ
ー
ト
の
世
界
大
会「Sherbeth 

Festival

」で
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
優
勝
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。上
智
大
学
文
学
部
卒
。 

’12
か
ら
フ
リ
ー
。東
海
ラ
ジ
オ「TO

KYO
 UPSIDE 

STATIO
N

」、「
川
島
葵
の
東
京
か
ら
も
歌
謡

曲
」な
ど
に
出
演
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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私
大
連
で
は
、『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー

ド
』を
策
定
後
、初
回
と
な
る
会
員
法
人
か
ら
の

遵
守
状
況
報
告
を
令
和
３
年
度
に
実
施
し
、本

コ
ー
ド
の
記
載
に
則
り
、「
基
本
原
則
」及
び「
遵

守
原
則
」の
遵
守
状
況（
取
組
状
況
）に
つ
い
て
、 

調
査
対
象
の
全
１
１
０
法
人
よ
り
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、令
和
４
年
３
月
末
の
時
点
で
１
０
５

法
人（
95
％
）が
自
主
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
遵
守

（
取
組
）状
況
の
点
検
、確
認
を
完
了
し
て
お
り
、

未
完
了
の
５
法
人（
５
％
）に
つ
い
て
は
引
き
続
き

私
大
連
へ
の
報
告
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
会
員
法
人
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
は
、各
法
人

が
自
ら
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
等
に
お
い
て
任
意
で
公

表
す
る
こ
と
と
し
、ま
た
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

で
は
、会
員
法
人
に
よ
る
取
組
を
社
会
へ
周
知
す

る
趣
旨
か
ら
、会
員
法
人
が
遵
守
状
況
を
公
開

し
た
Ｗｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
集
め
た
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
て
い
ま
す（
リ
ン
ク
の
作
成
を
了
承
し

た
法
人
の
み
）（
令
和
４
年
６
月
現
在
）。

▼
各
資
料
や
開
催
の
概
要
は
、左
記
の
　
　
　
　
　

私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
各
資
料
や
開
催
の
概
要
は
、左
記
の
　
　
　
　
　

私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

● 

５
月
10
日
㈫

第
２
回
常
務
理
事
会・第
２
回
理
事
会
に
出

席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

５
月
19
日
㈭

全
私
学
連
合
代
表
者
会
議
に
出
席

● 

５
月
31
日
㈫

第
３
回
常
務
理
事
会・第
３
回
理
事
会
に
出

席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

６
月
14
日
㈫

私
大
連
役
員
改
選
選
考
委
員
会
に
出
席

● 

６
月
15
日
㈬

全
私
学
連
合
会
長
ら
と
塩
谷
立
国
会
議
員
を

表
敬
訪
問

● 

６
月
21
日
㈫

第
１
回
総
会・第
４
回
理
事
会
に
出
席（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 2 . 0 5 - 0 6

会
長
並
び
に
副
会
長
の
決
定
に
つ
い
て

会
長
の
動
き

『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
』に
関
す
る

遵
守
状
況
報
告
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

私大連 TOP I C S

令
和
４
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

　
　
　
　 （
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

紫
綬
褒
章

　 玄
田 

有
史

　
　
　（学
習
院
元
教
授
）

◆ 

旭
日
中
綬
章

　 野
島 

正
也

　
　
　（文
教
大
学
学
園
理
事
長
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

　 池
尾 

茂

　
　
　（上
智
学
院
名
誉
教
授
）

　 加
勢
田 

博

　
　
　（関
西
大
学
名
誉
教
授
）

　 野
村 

豊
弘

　
　
　（学
習
院
名
誉
教
授
）

　
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、６
月
21
日
開

催
の
第
４
回
理
事
会
に
お
い
て
、会
長・副
会

長
を
左
記
の
通
り
選
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
任
期
は
、令
和
４
年
６
月
21
日
か
ら
令
和

６
年
６
月
の
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
で
す
。

会
　
長
　
田
中
愛
治
　
早
稲
田
大
学
総
長

副
会
長
　
村
田
　
治
　
関
西
学
院
大
学
長

副
会
長
　
曄
道
佳
明
　
上
智
学
院
大
学
長

　
第
４
０
４
号「
目
次
」に
お
い
て
、「
明
日
への
試
み
」

に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
、國
學
院
大
學
の
原
稿
に
つ
い

て
、学
部
名
を「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
」と
す
べ
き
と

こ
ろ
、誤
って「
ま
ち
づ
く
り
学
部
」と
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。こ
こ
に
事
務
局
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、大
学
時
報
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
に
つ
き
ま
し
て
は
正
し
い
表
記
に
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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◆
昨
今
、関
係
府
省
庁
か
ら
度
々
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
に
関
す

る
注
意
喚
起
が
発
出
さ
れ
、そ
の
脅
威
を

身
近
に
捉
え
る
機
会
が
増
え
た
。テ
レ

ワ
ー
ク
や
ク
ラ
ウ
ド
の
普
及
な
ど
、情
報

環
境
を
取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー
空
間
の
状
況

は
日
々
変
化
し
て
い
る
。世
界
中
で
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
や
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
よ
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
で
企
業
の
被
害
報
告
も
後
を
絶
た

な
い
。も
ち
ろ
ん
大
学
組
織
も
例
外
で
は

な
く
、国
内
で
も
学
内
サ
ー
バ
ー
へ
の
不

正
ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
学
生
や
教
職
員
の

個
人
情
報
流
出
が
疑
わ
れ
る
事
案
も
発

生
し
て
い
る
。サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に

対
応
す
る
に
は
、情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策

の
方
針
や
規
則
を
定
め
た
上
で
教
職
員
へ

の
教
育
や
啓
発
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　本
特
集
で
は
、シ
ー
サ
ー
ト
等
の
組
織

運
営
で
サ
イ
バ
ー
セ
キュリ
テ
ィ
の
基
盤
構

築
や
大
学
構
成
員
に
対
す
る
、意
識
向
上

の
教
育
や
訓
練
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

個
々
人
の
情
報
セ
キュリ
テ
ィ
の
重
要
性
の

理
解
と
自
覚
を
深
め
る
た
め
、経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も
リ
ス
ク
管
理
や

最
新
情
報
の
共
有
、学
内
外
で
の
連
携
協

力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。〈
広
報
・
情
報
委
員

会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
明
治
大
学

経
営
企
画
部
広
報
課
長 

江
津
英
昭
〉

◆「
連
携
」、「
教
職
協
働
」、「
効
率
化
」、

「
ハ
ブ
と
し
て
機
能
」。こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
す
べて
本
小
特
集
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
。各
大

学
は
教
育
の
質
向
上
の
た
め
に
様
々
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
、改
善
を
繰
り
返
し
て

い
る
。デ
ー
タ
の
収
集・集
計
方
法
を「
効

率
化
」し
、あ
ら
ゆ
る
部
局
が「
連
携
」し

な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
意
識
す
る
と
と
も
に
、「
ハ
ブ
と
し
て
機

能
」す
る
組
織
が
あ
り
、「
教
職
協
働
」で

一
丸
と
な
って
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が

必
要
で
あ
る
こ
と
も
強
く
実
感
す
る
。

　連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
誰
も
が
わ

か
って
い
る
が
、な
か
な
か
実
行
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。本
小
特
集
が
各
大
学

の
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
活
用
の
推
進
につ
な
が
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、大
学
で
働
く
す
べ
て
の

人
々
に
と
って
連
携
や
効
率
化
の
意
義
を

再
考
す
る
きっか
け
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。Ｉ
Ｒ
の
活
用
そ
の
も
の
が「
教
育
の

質
」向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
は
各
大
学
の

事
例
を
見
て
も
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で

あ
る
が
、Ｉ
Ｒ
を
活
用
す
る
手
法
や
姿
勢

に
こ
そ
本
当
の
意
味
で「
教
育
の
質
」を
向

上
さ
せ
る
真
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大

学
時
報
分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩

事
務
部
多
摩
事
務
課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
様
々
な
と
こ
ろ
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション
展
開

を
見
か
け
る
キャラ
ク
タ
ー
、キ
ティ
ちゃん
。

公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、男
性
が

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
を
好
き
に
な
る
の
は
ダ
メ
で

す
か
、と
の
問
い
に
力
強
く
答
え
て
い
る
。い

ま
は
女
性
の
た
め
だ
け
の
も
の
と
い
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い

が
、自
分
に
関
係
な
く
、誰
の
ど
ん
な
好
き

も
否
定
さ
れ
な
い・否
定
し
な
い
よ
う
に

なって
ほ
し
い
、そ
の
た
め
に
頑
張
る
、と
。※

　ジ
ェラ
ー
ト
の
新
た
な
展
開
と
可
能
性

を
知
り
、そ
の
発
想
と
柔
軟
性
に
驚
い
た

本
号
。座
談
会
で
は
、当
た
り
前
は
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
り
、そ
の
こ
と
を
認
め
合
う

重
要
性
と
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
考
え
る

際
に
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視
点
も
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　多
様
性
を
標
榜
し
体
現
す
る
私
立
大

学―

こ
れ
ま
で
以
上
に
、そ
の
当
た
り
前
に

つ
い
て
自
問
し
て
い
く
時
を
迎
え
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟

事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

※
H
ELLO

 KITTY / 

ハロ
ー
キ
テ
ィ【Sanrio 

O
ffi
cial

】YouTube

チ
ャン
ネ
ル
よ
り

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v

=5AcV
isRyyT4

編集後記

※内容は変更になる場合があります。次号予告 2022.09
NO.406

座談会「高等教育の修学支援新制度―成果と課題、未来に向けて―」
特　集「大学におけるＶＲの可能性」
小特集「東京2020オリンピック・パラリンピックと大学」
だいがくのたから 東洋英和女学院大学 大学点描 武蔵大学
クローズアップ・インタビュー

大畑大介さん（元ラグビー日本代表、神戸製鋼コベルコスティーラーズ アンバサダー）
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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